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播種性血管内凝固症候群（DIC） 内場光浩
技術講座
生理
　大動脈の描出法 種村　正
一般
　腹膜透析における合併症と検査
　PD排液の検査を中心に 桑村自奈子，他
病理〔step up 編〕
　組織切片を用いたグラム染色 中村厚志，他
微生物〔step up 編〕
　細菌の分子疫学的解析 品川雅明
フォーカス
わが国における麻疹対策の現状と課題 駒瀬勝啓
今月の表紙
肺アスペルギルス症 小栗豊子，他
ワンポイントアドバイス
骨導聴力検査：マスキングの方法
　オーバーマスキングにならないためには 市島　龍
オピニオン
地域の院内感染防止対策において
　臨床検査技師に求められる役割 望月　徹
やなさん。22
もういいか～い♪ 柳田絵美衣

忘れられない症例から学ぶ超音波検査⑭
関節リウマチ（RA） 西森美佐子
疾患と検査値の推移
血栓性血小板減少性紫斑病 森下英理子，他
臨床医からの質問に答える
呼気中NO濃度と呼気中NO肺胞成分（alveolar NO）の
　臨床的意義の違いについて教えてください． 松本久子

人の心に寄り添う医療人になる・10
一瞬の無限～いまここにある「いのち」・1 戸高雅史，他

読者質問箱
塗沫細胞診標本の固定液は，なぜ，ホルマリンではなく，
　エタノール固定なのですか？ 磯崎　勝

ラボクイズ/過去問 deセルフチェック！/他

■『検査と技術』2016 年（13 冊）（増刊号含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料：
冊子版：本体 21,600円＋税，冊子＋電子版/個人：本体
26,600 円＋税，電子版/個人：本体 21,600 円＋税

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「人の心に寄り添う医療人になる」2016 年注目の連載

【本連載の形式】　各界で著名な先生方への山
さん

藤
どう

賢
まさる

先生（昭和医療技術専門学校
学校長）のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニ
ケーション，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さ
んの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきます．対談のなか
で，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の“共振のポイント”と
して解説を加えていただきます．

【本連載の紹介】
第 1回  「医療人としての感性を高める～「感じる」を「信じる」，そし

て「考える」～ということ」
 山藤　賢（昭和医療技術専門学校学校長）
第 2～4回 「自分を信じる，仲間を信じる」
 佐々木則夫監督（プロサッカー監督）×山藤　賢
第 5，6回 「伝統と革新を生きる」
 市川染五郎（歌舞伎役者，俳優）×山藤　賢
第 7～9回  「万物は渋滞する～「行動，言葉，思考，人，社会」流れを止

めない～」　　
 西成活裕（東京大学先端科学技術センター）×山藤　賢

昭和医療技術専門学校学校長
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（インタビュアー）

　山藤（さんどう）：冒頭になりますが，読者の
方に戸高雅史氏と僕との関係などを紹介したい
と思います．戸高さんは皆にまささんと呼ばれ
ていますので，今日も，以下はまささんとさせ
ていただきますが，最初に知り合ったのは，ま
ささん（野外学校FOS）が主催した，西丹沢で
の大人向け 1泊 2日のキャンプでした．大人た
ちが山を登り，森で野宿をし，焚き火を囲み，沢
登り，滝登りなどをする素敵な大人の遊び（笑）
なのですが，初めて参加した僕は，まささんと
の出会いに衝撃を受け，まささんの語る話に涙
を流したのを昨日のことのように覚えています．
　元々まささんは，世界最高峰のチョモランマ

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．

（エベレスト）や世界第 2峰のK2などのヒマラ
ヤの山々への無酸素単独登頂（酸素ボンベを使
わない，チームではない独りでの登頂）などの
挑戦，実績をはじめ，数々の冒険をしてきた世
界的にも著名なアルピニストです．その後，
様々な経緯の中，いまは日本の自然の世界を中
心に，ファミリー向けの野外学校などを主催し
ています．僕とは，東日本大震災で被災した福
島の子どもたちを富士山に招待する「福島こど
も富士山プロジェクト」を毎年共催しています．
　そのようなご縁なのですが，実は，この連載
を始めたときの第 1回目のサブタイトル，“「感
じる」を「信じる」，そして「考える」”は，まさ

登山家，野外学校 FOS 代表
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戸高雅史（とだか　まさふみ）氏 プロフィール
1961年，大分県生まれ．登山家．野外学校FOS代表．佐伯鶴城高校卒，福岡教育大学，同大学院修了．現
在，昭和医療技術専門学校特任教授．1996年，オペル冒険大賞受賞．著書に『A LINE』（ソニー企業発行，
共著），『はじめよう　親子登山』（山と渓谷社）．18歳で登山を始め，23歳からヒマラヤの世界へ．山との融
合を求め，無酸素や単独のシンプルなスタイルで高峰へ登り続ける．36歳の時，K2峰に単独無酸素登頂．
1998年，チョモランマ峰北西壁へひとり向かい，8,500 mに到達．そこで，すべてのいのちのつながりの中
にこそ，生きるべき世界があると直感．以後，自然と人との触れ合いから生まれる「いのちへの共感」をテー
マに，富士山麓と葉山（神奈川県）を拠点として，自然体験活動の指導や講演，ガイドなどを全国で行っている．

第 10 回

一瞬の無限～いまここにある「いのち」～・1

「福島こども富士山プロジェクト」富士山からのご来光　昭和医療技術専門学校　香取尚美教員　撮影　
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